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港湾関係の評価項目調書





港湾事業の再評価項目調書 

 事業名（箇所名） 国際物流ターミナル・臨港道路整備事業（水島港 玉島地区） 

 実 施 箇 所  岡山県倉敷市 

 該 当 基 準  再評価実施後、一定期間が経過している事業 

 主 な 事 業 の 諸 元 岸壁（-12m）、航路・泊地（-12m）、臨港道路、ふ頭用地 

 事 業 期 間  事業採択  平成20年度  完了  平成29年度 

 総事業費（億円）  559  残事業費（億円）  227 

 目 的 ・ 必 要 性 船舶の大型化に対応するとともに、陸上貨物輸送の効率化を図るため、国際物流ターミナ
ル・臨港道路を整備する。なお、国際物流ターミナルは、大規模地震発生時の輸送経路を
確保するため耐震強化岸壁として整備する 

 便 益 の 主 な 根 拠 （１）船舶の大型化による海上輸送コスト削減及びバース数増による陸上輸送から内航コンテナ貨物転換取

扱増便益（平成30年以降の予測取扱貨物量：コンテナ貨物（東南アジア航路）29万トン／年、コンテナ

貨物（国際フィーダー）17万トン／年、バルク貨物15万トン／年）  

（２）臨港道路の自動車交通円滑化便益（臨港道路:計画交通量：22,100台／日） 

事 業 全 体 の 

投 資 効 率 性 

 基準年度  平成26年度 

 B：総便益（億円） 1,211  Ｃ：総費用（億円） 578  全体Ｂ／Ｃ 2.1 

 B－Ｃ 633  ＥＩＲＲ（%） 9.0 

 残事業の投資効率性  B：総便益（億円） 1,155  Ｃ：総費用（億円） 233  継続Ｂ／Ｃ 5.０ 

 感 度 分 析   事業全体のＢ／Ｃ  残事業のＢ／Ｃ 
 需  要（-10％～+10％）  （1.9～2.3） （4.５～5.５） 
 建 設 費（+10％～-10％）  （1.9～2.3） （4.５～5.５） 
建設期間（+10％～-10％）  （2.1～2.1） （5.０～5.０） 

 事 業 の 効 果 等  （１）船舶大型化への対応、及び陸上輸送と比較して経済的な国際フィーダーコンテナ輸
送が可能となり輸送コストが削減されるとともに、水島地区と玉島地区を結ぶ臨港
交通ネットワークが確保されることにより、港湾物流の時間短縮が図られ、物流コ
ストの低減による企業の競争力強化に寄与する 

（２）大規模地震発生時における緊急物資等の海上輸送経路が確保され、地域住民等の安
全・安心の向上に寄与する 

 社会情勢等の変化 ・平成23年５月末、水島港が国際バルク戦略港湾（穀物、鉄鉱石）に選定 

・平成26年１月末、水島港玉島地区６号及び４号埠頭の一体的運営を行う港湾運営会社設立 

 主な事業の進捗状況  総事業費559億円  既投資額332億円  平成26年度末現在の事業進捗率60％ 

 事業の進捗の見込み  平成29年度に完成予定 

 コスト縮減や代替案 
 立 案 等 の 可 能 性 

臨港道路渡河部の橋梁の主桁に細幅箱桁を採用することで、約15億円のコスト縮減を図る

 対応方針（原案）  継続 

 対 応 方 針 理 由  十分な事業の投資効果が見込まれると判断でき、港湾管理者からも早期完成が強く要望さ
れているため 

 そ の 他 （その他の指標による効果） 
（１）水島港周辺の物流機能の効率化が図られ、立地産業の競争力の向上を通じ、企業の新た

な投資や新規立地が進み、雇用の確保、税収の増加に寄与する 
（２）耐震強化岸壁の整備により、瀬戸内地域を含めた太平洋側が大規模地震により被災した

際のリダンダンシー確保に寄与することが期待される 
（３）橋梁に自転車歩行者道を整備することにより、自転車や歩行者の交通に対する安全性の

向上が図られるとともに、移動距離の短縮による利便性の向上が期待される 
（４）臨港道路の整備により既存橋梁部の交通量が分散され、騒音や振動の軽減が期待される
（５）移動距離の短縮や交通渋滞の緩和などでＣＯ2、ＮＯｘ及びＳＰＭ（浮遊粒子状物質）

等の排出ガスの低減が期待される 
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菱
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菱
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菱
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菱
化
学

(株
)

【
鉄
鋼
】

東
京
製
鐵

(株
)

【
化
学
薬
品
】

旭
化
成
ケ
ミ
カ
ル
ズ

(株
)

【
合

成
樹

脂
・
ゴ
ム
】

日
本
ゼ
オ
ン

(株
)

【
石
油
】

JX
日

鉱
日

石
エ
ネ
ル

ギ
ー

(株
)

【
穀
物
サ
イ
ロ
】

(株
)上

組

【
樹

脂
・
繊

維
】

(株
)ク

ラ
レ

【
火
力
発
電
】

中
国
電
力
（
株
）

【
チ
タ
ン
材

】
日

本
エ
ア
ロ
フ
ォ
ー
ジ

(株
)

（
20

12
年

3月
よ
り
稼
働
予
定
）

水
島
臨
海
工
業

地
帯
に
は
2
5
8
の
事
業
所
が
あ
り
、
約
2
.4
万
人
の
雇
用
を
創

出
し
て
い
る

製
品
出
荷
額
は
3
兆
8
,5
6
0
億
円
で
、
岡
山
県
全
体
の
5
2
.8
％
を
占
め
る
（
岡

山
県

統
計

調
査

課
「
2
0
1
2
年

工
業

統
計

調
査

」
よ
り
）

平
成
2
3
年
５
月

に
穀
物
、
鉄
鋼
に
係

る
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
の
選
定
を
受

け
、
更

な
る
港

湾
機

能
の

高
度

化
と
利

用
企

業
の
国
際
競
争
力
強
化
が
期
待
さ
れ
て
い
る

凡
例

製
造

業
（
セ
メ
ン
ト
）

エ
ネ
ル
ギ
ー

製
造
業
（
金
属
）

製
造
業
（
化
学
）

製
造
業
（
造
船
）

製
造
業
（
食
品
）

水
島
港
に
立
地
す
る
主
な
企
業

5



３
．
水
島

港
の

利
用

状
況
①

取
扱

貨
物
の

推
移

水
島
港
の
取
扱
貨
物
量
は
、
輸
移
出
入
合
わ
せ
て
年
間
８
千
万
ト
ン
超
で
推

移
し
て
お
り
、
平

成
2
4
年

の
取

扱
貨

物
量

は
全

国
の
港
湾
で
９
位
、
中
国
・
四
国
地
域
で
は
第
１
位
を
誇
る

水
島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業

出
典

：
港
湾

統
計

年
報

等

品
目

別
取

扱
量

(平
成

2
5
年

)

出
典

：
岡

山
県

へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
結

果
よ
り
、
中

国
地

方
整

備
局

作
成

世
界

的
経

済
危

機
の

影
響

で
取

扱
貨

物
量

は
一

時
的

に
減

少

6



３
．
水
島

港
の

利
用

状
況
②

コ
ン
テ
ナ
取

扱
貨

物
の

推
移

コ
ン
テ
ナ
取

扱
量

は
年

間
1
5
万

Ｔ
Ｅ
Ｕ
程

度
で
推

移
し
て
お
り
、
平

成
2
1
年

は
世

界
的

経
済

危
機

の
影

響
を
受

け
て
減

少
し

た
も
の
の
、
平
成
2
2
年
に
は
回
復
し
、
平
成
2
3
年
に
は
過
去

高
値
を
記
録
し
て
い
る
。水

島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業

外
貿

コ
ン
テ
ナ
航

路
船

社
名

便
数

韓
国

航
路

天
敬
海
運
（
株
）
、
興
亜
海
運
（
株
）
、
高
麗
海
運
（
株
）

汎
洲
海
運
（
株
）
、
長
錦
海
運
（
株
）

８
便
／
週

中
国

航
路

神
原
汽
船
（
株
）
、
民
生
輪
船
有
限
公
司
、

吉
舟

船
務

有
限

公
司

７
便
／
週

ベ
ト
ナ
ム
航
路

ワ
ン
ハ
イ
ラ
イ
ン
ズ
（
株
）

１
便
／
週

中
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
航
路

新
海
豊
集
装
箱
運
輸
有
限
公
司

１
便
／
週

内
貿

コ
ン
テ
ナ
航

路
船

社
名

便
数

神
戸

港
フ
ィ
ー
ダ
ー

（
株
）
ユ
ニ
エ
ッ
ク
ス
、
井
本
商
運
（
株
）
、

O
O

C
L日

本
支

社
、

西
日

本
内

航
フ
ィ
ー
ダ
ー

(合
)

９
便
／
週

沖
縄

航
路

南
日

本
汽

船
（
株

）
１
便
／
週

（
注
）
平
成

26
年

６
月

現
在

過
去

高
を
記

録

水
島
港
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
（
外
内
貿
別
）

水
島
港
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
（
航
路
別
）

水
島

港
の

主
な
定

期
コ
ン
テ
ナ
航

路
出
典
：
港
湾
統
計
年
報
等
（
平
成

25
年
は
速
報
値
）

※
実
入
、
空
コ
ン
テ
ナ
の
合
計

7



４
．
水
島

港
の

課
題

と
事
業
の
目
的

水
島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業

輸
送
船
舶
の
大
型
化
が
進
展
す
る
な
か
で
、
水
島
港
の
公
共
埠
頭
に
お
け
る
岸
壁
の

大
水
深
は
水
深
1
0
m
で
あ
り
、
大
型
船
舶
の
入
港
や
荷
役
に
対
応
で
き
な
い

船
舶
の
大
型
化

へ
の

対
応

生
産
拠
点
で
あ
る
水
島
地
区
と
、
物
流
拠
点
で
あ
る
玉
島
地
区
を
往
来
す
る
港
湾
関
連
交
通
は
、
北
側
の
既
設
橋
梁
ま
で
迂
回
を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
輸
送

コ
ス
ト
や

時
間

の
増

加
要

因
と

な
っ
て
い
る
と
と
も
に
、
交
通
渋
滞
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
梁
川
に
架
か
る
既
設
の
橋
梁
の
歩
道
幅
員
が
狭
い
た
め
、
自
転
車
や
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
上
の
課
題
が
あ
る

水
島
・
玉
島

両
地

区
を
結

ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化

大
規
模
地
震

発
生

時
へ

の
対

応

岸
壁
（
-
1
2
m
）
は
、
大
規
模
地
震
発
生
時
の
緊
急
物
資
等
輸
送
に
対
応
す
る
耐
震
強
化
岸
壁
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
に
よ
る
被
害
想
定
等
を
踏
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岸
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図
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）

【
直

轄
】

航
路

(-
1
2
m
）
1
3
6
h
a

【
直
轄
】

荷
役

機
械

１
基

【
補

助
】

ふ
頭

用
地

3
.9
6
h
a【
起

債
】

岸
壁

(-
1
2
m
）
［
耐

震
］

L
＝

2
4
0
ｍ
【
直

轄
】

水
島
地
区

玉
島
地
区

・
平
成

2
0
年

度
事

業
着
手

・
平
成

2
3
年

度
再

評
価
実
施

・
平
成
2
4
年
度

岸
壁
(-
1
2
m
）
、
泊
地
（
-
1
2
m
）
整
備
完
了

（
平
成

2
5
年

度
よ
り
暫
定
水
深
1
0
m
で
供

用
開
始
）

（
平
成

2
6
年

度
末
時
点
の
全
体
進
捗
率
は
6
0
％
）

・
平

成
2
8
年

度
よ
り
臨

港
道

路
供

用
予

定
・
平
成

2
9
年

度
航

路
（
-
1
2
m
）
整
備
完
了

予
定

高 梁 川

※
端
数
処
理
の
た
め
、
各
項
目
の
金
額
の
和
は
必
ず
し
も
合
計
と
は
な
ら
な
い

臨
港

道
路

標
準

断
面

(単
位

：
m
）

0
.6

0
.5

0
.5

0
.4

3
.0

3
.5

3
.5

1
2
.5

0
.5

車
道

車
道

自
転
車

歩
行
者
道

上
流

側
下

流
側

事
業

区
分

施
設
名

全
体

事
業

費

既
投

資
額

(H
26

d末
)

残
事

業
費

(H
26

d末
)

進
捗

率
(H

26
d末

)

直
轄

岸
壁

(-
12

m
)［
耐
震

］
33

億
円

33
億

円
0億

円
10

0%

泊
地

(-
12

m
)

18
億

円
18

億
円

0億
円

10
0%

航
路

(-1
2m

)
12

4億
円

5億
円

11
9億

円
4%

臨
港
道
路

35
6億

円
24

8億
円

10
8億

円
70

%

補
助

荷
役
機
械

9億
円

9億
円

0億
円

10
0%

起
債

ふ
頭
用
地

19
億

円
19

億
円

0億
円

10
0%

合
計

55
9億

円
33

2億
円

22
7億

円
60

%
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６
．
費
用
便
益
分
析
に
お
け
る
貨
物
量
等
の
設
定
①

便
益

を
計

上
す
る
対

象
貨

物

水
島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
整
備
に
よ
る
効
果

対
象
貨
物

①
外

貿
貨

物
の
船
舶
大
型

化
に
よ
る
コ
ス
ト
削

減
・
東
南
ア
ジ
ア
航
路
の
コ
ン
テ
ナ
貨
物
（
平
成

25
年
実
績
約
１
．
７
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
⇒

平
成

30
年

推
計

約
１
．
４
万

Ｔ
Ｅ
Ｕ
）

・
飼

肥
料

関
連

バ
ル

ク
貨

物
（
過

去
５
カ
年

平
均

約
16

万
ト
ン
／
年

⇒
平

成
30

年
推

計
約

15
万
ト
ン
）

②
水
島
港
か
ら
の
直
接
搬
出
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減

国
際

フ
ィ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ナ
貨

物
（
平

成
30

年
推
計
約
１
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
）

国
際

物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル

整
備

に
よ
る
海

上
輸

送
コ
ス
ト
の

削
減

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
よ
り
船
舶
の
大
型
化
に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
東
南
ア
ジ
ア
航
路
向
け
コ
ン
テ
ナ
貨
物
や
、
飼
肥
料
関

連
貨
物
の
海
上
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
が
図
ら
れ
る
。
ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
取
扱
バ
ー
ス
の
増
加
に
よ
り
、
国
際
フ
ィ
ー
ダ
ー
貨
物
の
効
率
的
な
取
扱
が

可
能
と
な
り
、
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
が
図
ら
れ
る

完
成

自
動

車
（
内

貿
）

穀
物
類
（
内
貿
）

そ
の

他
バ

ラ
貨

物
（
内

貿
）

コ
ン
テ
ナ
（
外

貿
）

コ
ン
テ
ナ
（
内

貿
）

完
成
自

動
車

（
外

貿
）

コ
ン
テ
ナ
（
外
貿
：
東
南
ア
ジ
ア
航
路
）

穀
物
類
（
動
植
物
性
製

造
飼

肥
料

）
（
外

貿
）

岸
壁
（
-
1
2
m
）

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

対
象

施
設

岸
壁

(-
7
.5
m
)

岸
壁

(-
7
.5
m
)岸

壁
(-
7
.5
m
)

岸
壁

(-
1
0
m
)

岸
壁

(-
1
0
m
)

玉
島

地
区
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水
島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業

６
．
費
用
便
益
分
析
に
お
け
る
貨
物
量
等
の
設
定
②

臨
港

道
路

の
整

備
効

果
の

算
定

フ
ロ
ー

水
島
港

周
辺

の
発
生

集
中
交

通
量

の
推

計

分
布

交
通

量
の

推
計

配
分

交
通

量
の

推
計

岡
山

県
全

体
の

交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
将

来
交

通
量

需
要

・
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
を
基
に
し
た
平
成
4
2
年
時
点
の
O
D
に
よ
る
一
般
交
通

水
島

港
の

将
来

の
港

湾
関

連
交

通
量

需
要

・
港

湾
取

扱
貨

物
に
よ
る
発

生
交

通
量

・
工

場
出

入
貨

物
に
よ
る
発

生
交

通
量

・
通

勤
に
よ
る
発

生
交

通
量

・
緑

地
訪

問
に
よ
る
発

生
交

通
量

W
it
h
時

臨
港

道
路

あ
り
の

道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
推

計

W
it
h
o
u
t時

臨
港

道
路

な
し
の

道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
推

計

W
it
h
時

と
W
it
h
o
u
t時

の
差

を
臨

港
道

路
整

備
に
よ
る
自

動
車

交
通

円
滑

化
効

果
と
し
て
算

定

①
輸
送
・
移
動
費
用
便

益

②
輸
送
・
移
動
時
間
費

用
便
益

③
事
故
損
失
額
削
減
便
益
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水
島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業

７
．
事

業
の

効
果

①
（
海
上
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
額
）

①
外

貿
ダ
イ
レ
ク
ト
貨
物
（
東
南
ア
ジ
ア
航
路
コ
ン
テ
ナ
貨
物
）
の
海
上
輸
送
効
率
化
効
果

②
外

貿
ダ
イ
レ
ク
ト
貨

物
（
バ

ル
ク
貨

物
）
の

海
上

輸
送

効
率

化
効
果

③
陸

上
輸

送
貨

物
（
国

際
フ
ィ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ナ
貨

物
）
の

海
上

輸
送

効
率

化
効
果

国
際

物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル

の
整

備
に
よ
り
船

舶
の

大
型

化
に
対

応
す
る
こ
と
が

可
能

と
な
り
、
東

南
ア
ジ
ア
航

路
向
け
コ
ン
テ
ナ
貨

物
の

海
上

輸
送
コ
ス
ト
の

削
減

が
図

ら
れ

る
国

際
物

流
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
整

備
に
よ
り
船

舶
の

大
型

化
に
対

応
す
る
こ
と
が

可
能

と
な
り
、
飼

肥
料

関
連

貨
物

の
海
上
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減
が
図
ら
れ
る

国
際

物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル

の
整

備
に
よ
り
コ
ン
テ
ナ
取
扱

バ
ー
ス
が

増
加

し
、
国

際
フ
ィ
ー
ダ
ー
貨

物
の

効
率

的
な
取

扱
が

可
能

と
な
り
、
輸

送
コ
ス

ト
の
削
減
が
図
ら
れ
る
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水
島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業

７
．
事

業
の

効
果

②
（
自
動
車
交
通
の
円
滑
化
効
果
）

高
梁

川
を
渡

る
新

た
な
物

流
ル

ー
ト
が

構
築

さ
れ

、
輸

送
時

間
や

距
離

の
短

縮
に
よ
る
輸

送
コ
ス
ト
の

低
減

が
実

現
す
る
。

ま
た
交

通
量

の
分

散
化

に
よ
り
、
慢

性
的

な
渋

滞
の

緩
和

に
寄

与
す
る
。

W
it
h
o
u
t時

：
臨

港
道

路
が

な
い

場
合

移
動

距
離

：
11

.5
km

移
動

時
間

：
17

分
（
平

均
移

動
速

度
：
41

km
／

h）

玉
島

地
区

水
島
地
区

【
水

玉
ブ
リ
ッ
ジ
（
既

設
橋

梁
）
】

交
通

量
：
24

,2
00

台
／

日

高 梁 川

玉
島
地
区

水
島
地
区

【
水

玉
ブ
リ
ッ
ジ
】
（
既

設
橋

梁
）

交
通
量
：
13

,4
00

台
／
日

【
臨
港
道
路
】

交
通
量
：
2
2
,1
0
0
台
／
日

移
動
距
離
：
9k

m
移
動
時
間
：
12

分
（
平
均
移
動
速
度
：
44

km
／

h）

W
it
h
時

：
臨

港
道

路
が

あ
る

場
合

高 梁 川

水
島
地
区
で
生
産
さ
れ
る
工
業
製
品
を
玉
島
地
区
に
輸
送
す
る
場
合
、
臨
港
道
路
の
利
用
に
よ
り
、
輸
送
距
離
で
約
２
．
５
ｋ
ｍ
、
輸
送
時
間
で

約
２
８
％
の
短
縮
が
図
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
動
車
交
通
の
円
滑
化
効
果
便
益
は
年
間
４
６
億
円

①
輸

送
・
移

動
費

用
便

益
年

間
４
．
０
億

円
②

輸
送

・
移

動
時

間
費

用
便

益
年

間
４
１
．
２
億

円
③

交
通

事
故

損
失

額
削

減
便

益
年

間
０
．
９
億

円

※
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

効
果

と
し
て
は

、
「
臨

港
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

に
よ
る
港

湾
貨
物

輸
送

の
効

率
化

」
、
「
周

辺
道

路
へ

の
効

果
」
を
計

上
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７
．
事

業
の

効
果

③
（
大
規
模
地
震
発
生
時
の
コ
ス
ト
削
減
効
果
）

水
島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業

耐
震

強
化

岸
壁

の
整

備
に
よ
り
地

震
発

生
直

後
か

ら
、
水

島
港

を
利

用
し
た
緊

急
物

資
（
水
や
食
料
品
等
）
の
輸
送
が
可
能
と
な
る
（
地
震
発
生

後
１
ヶ
月
以
内
）

大
規
模
地
震
発
生
時
の
緊
急
物
資
の
輸
送
コ
ス
ト
削
減
便
益
：
０
．
８
億
円
（
割
引
前
の
5
0
年
間
の
累
計
便
益
）

耐
震

強
化

岸
壁

整
備

に
よ
り
地

震
発

生
後

、
長

期
に
渡

る
復

旧
期

間
を
必

要
と
せ

ず
に

水
島
港
を
利
用
し
た
一
般
貨
物
の
輸
送
が
可
能
と
な
る
（
岸
壁
復
旧
ま
で
の
２
年
間
）

大
規
模
地
震
時
の
一
般
貨
物
の
輸
送
コ
ス
ト
削
減
便
益
：
9
0
.4
億
円
(割

引
前
の
5
0
年
間
の
累
計
便
益
）

耐
震
強
化
岸
壁
整
備
に
よ
り
、
大
規
模
地
震
時
に
岸
壁
が
損
壊
し
な
い
こ
と
に
よ
る
「
復

旧
費

用
の

回
避

」
を
便
益

と
し
て
計

上

阪
神

・
淡

路
大

震
災

被
災

事
例

大
規

模
地

震
発

生
時

の
施
設
被
害
回
避
便
益
：
1
9
億
円
（
割
引
前
の
5
0
年
間
の
累
計
便
益
）

◇
W
it
h
o
u
t時

：
耐
震
整
備
を
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
大
規
模
地
震
時
に
岸
壁
は
損
壊
し
、
岸
壁
の
復
旧
の
た
め
の
費
用
を
要
す
る

◇
W
it
h
時

：
耐
震
整
備
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模
地
震
時
に
岸
壁
は
損
壊
し
な
い
た
め
、
岸
壁
の
復
旧
の
た
め
の
費
用
は
発
生
し
な
い

大
規
模
地
震
発
生
時
の
施
設
被
害
回
避
便
益

大
規
模
地

震
発
生
時
の
緊

急
物

資
輸

送
コ
ス
ト
削
減
効
果

大
規
模
地
震

発
生

時
の

一
般

貨
物

輸
送

コ
ス
ト
削

減
効

果

震
災

に
よ
る
港

湾
施

設
損

壊
に
よ
り
、

港
湾

機
能

が
一

時
停

止
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７
．
事
業
の
効
果
④
（
そ
の
他
の
効
果
）

産
業
競
争
力
の
強
化

本
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
水
島
港
周
辺
に
お
け
る
物
流
機
能
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
地
域
の
産
業
競
争
力
の
向
上
を
通
じ
、
企
業
の
新
た
な

投
資
、
新
規
立
地
が
進
み
、
雇
用
の
確
保
、
税
収
の
増
加
に
寄
与
す
る

リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
確
保

水
島
港
が
存
在
す
る
瀬
戸
内
海
地
域
は
、
太
平
洋
側
地
域
に
比
べ
て
津
波
被
害
が
少
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
水
島
港
に
お
け

る
耐
震
強
化
岸
壁
の
整
備
は
、
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
等
が
発
生
し
た
際
に
は

、
四
国
等
太
平
洋
側
へ
の
緊
急
物
資
輸
送
の
代
替
経

路
と
な
る
こ
と
が

期
待

さ
れ

る

水
島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業

排
出
ガ
ス
の
削
減

船
舶
の
大
型
化
や
、
陸
上
交
通
の
移
動
距
離
の
短
縮
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
等
に
よ
り
、
Ｃ
Ｏ

2や
Ｎ
Ｏ
ｘ
及
び
浮
遊
粒
子
状
物
質
（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
）
等
の

排
出
ガ
ス
の
低
減
が
期
待
さ
れ
る

（
参

考
）
Ｃ
Ｏ

2
削
減
効
果
：
3
,5
7
6
t-
c
／
年
（
1
.4
%
)減

、
Ｎ
Ｏ
ｘ
削
減
効
果
：
8
8
t／

年
(2
.1
%)
減
、
Ｓ
Ｐ
Ｍ
削
減
効
果
：
2
t／

年
(0
.4
%)
減
）

※
数
値
は
海
上
輸
送
と
陸
上
交
通
を
合
計
し
て
お
り
、
海
上
輸
送
は
岸
壁
(-
1
2
m
)を

利
用
す
る
船
舶
の
み
、
陸
上
交
通
は
便
益
対
象
範
囲
内
の
交
通
を
対
象
と
し
て
い
る

自
転
車
や
歩
行
者
の
安
全
性
・利

便
性
の
向
上

沿
道
騒
音
等
の
軽
減

既
存
橋
梁
で
あ
る
水
玉
ブ
リ
ッ
ジ
ラ
イ
ン
の
周
辺
に
は
、
病
院
な
ど
閑
静
な
環
境
が
要
求
さ
れ
る
施
設
が
隣
接
し
て
存
在
し
て
お
り
、
現
在
、

大
型
貨
物
車
両
の
通
行
が
多
い
た
め
騒
音
や
振
動
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
臨
港
道
路
の
整
備
に
よ
り
、
水
玉
ブ
リ
ッ
ジ
ラ
イ
ン
の
交
通
量
の

減
少
が
予
測
さ
れ
、
当
該
地
域
の
騒
音
や
振
動
の
軽
減
が
期
待
さ
れ
る

臨
港
道
路
に
自
転
車
・
歩
行
者
道
が
整
備
さ
れ
、
高
梁
川
を
渡
河
す
る
自
転
車
・
歩
行
者
の
安
全
性
と
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
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８
．
コ
ス
ト
縮

減
の

方
策

水
島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業

コ
ス
ト
縮
減
方
策

臨
港
道
路
の
う
ち
、
高
梁
川
に
架
か

る
橋
梁
区
間
に
お
い
て
は
、
鋼
床
版
か
ら
合

成
床

版
に
変

更
し
、
上

部
工

の
重

量
を
軽

減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主

桁
の

箱
桁

断
面

の
幅

を
縮

小
し
、
コ
ス
ト
縮

減
を
図

る
予

定

以
上
に
よ
り
、
約
1
5
億
円
（
4
％
）
の
コ
ス
ト
縮
減
を
予
定

鋼
床
版

箱
桁

合
成
床
版

細
幅
箱
桁

【
イ
メ
ー
ジ
図
】

細
幅
箱
桁

の
特
徴

上
部

工
に
鋼

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

合
成

床
版

を
用

い
る
こ
と
で
、

箱
桁

幅
を
ス
リ
ム
化

し
、
使

用
す
る
鋼

重
量

を
少

な
く
で
き
る
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９
．
投

資
効

果
水
島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業

費
用
対
効
果
分
析
結
果

感
度

分
析

結
果

（
Ｂ
／

Ｃ
に
よ
る
分

析
）

費
用
便
益
分
析
の
結
果
、

○
純
現
在
価
値
（
Ｂ
－
Ｃ
）
＝
6
3
3
億
円

○
費
用
対
便
益
（
Ｂ
／
Ｃ
）
＝
2
.1

と
な
り
、
十
分
な
投
資
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た

※
端
数
処
理
の
た
め
、
各
項
目
の
金
額
の
和
は
必
ず
し
も
合
計
と
は
な
ら
な
い
。

※
本

表
中

の
額

は
、
平

成
2
6
年

度
を
基

準
年

と
し
現

在
価

値
化

し
た
後

の
も
の

で
あ
る
。

※
残
事
業
便
益
の
算
定
の
考
え
方

「
港

湾
投

資
の

評
価

に
関

す
る
解

説
書

2
0
1
1
」
よ
り
、
残

事
業

の
投

資
効
率

性
は

、
事

業
を
継

続
し
た
場

合
に
追
加

的
に
必

要
と
な
る
費

用
と
追

加
的

に
発

生
す
る
便

益
の

み
を
対

象
と
し
て
分

析
を
行

う
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

場
合

、
「
海

上
輸

送
コ
ス
ト
削

減
便

益
」
と
「
自

動
車

交
通

円
滑

化
便

益
」
を
対

象
便

益
と
し
て
い
る

(1
0
0
)

(5
0
)0

5
0

1
0
0 2
0
0
8

2
0
1
3

2
0
1
8

2
0
2
3

2
0
2
8

2
0
3
3

2
0
3
8

2
0
4
3

2
0
4
8

2
0
5
3

2
0
5
8

（
単
位

：
億

円
）

初
期

投
資

・
更

新
投

資
管

理
運

営
費

便
益

残
存

価
値

事
業

費
現

在
価

値
便

益
現

在
価

値

事
業
全
体
に
お
け
る
便
益

一
部
供
用
後
の
評
価
期
間
(5
0
年
)

事
業
期
間
(1
0
年
)

便
益
（
B
）

費
用
（
C
）

基
準

年

管
理

運
営

費
事

業
費

事
業

全
体

残
事

業

1
,2
1
1
億
円

1
,1
5
5
億
円

海
上
輸
送
コ
ス
ト
削

減
便

益
2
9
4
億

円
2
9
4
億

円

自
動
車
交
通
円
滑

化
効

果
便

益
8
5
9
億

円
8
5
9
億

円

大
規
模
地
震
発
生
時
の
物
資
輸
送
コ
ス
ト
削
減
便
益

4
6
億
円

－
億
円

大
規
模
地
震
発
生

時
の

施
設

被
害

回
避

便
益

1
0
億

円
－

億
円

残
存
価
値

1
億

円
1
億

円

5
7
8
億

円
2
3
3
億

円

建
設
費

5
4
8
億

円
2
0
4
億

円

管
理
運
営
費

2
9
億

円
2
9
億

円

2
.1

5
.0

内
容

総
便
益
（
B
)

総
費
用
（
C
)

費
用
便
益
比
（
B
／
C
)

－
1
0
%

＋
1
0
%

－
1
0
%

＋
1
0
%

需
要
量

1
.9

2
.3

4
.5

5
.5

事
業
費

2
.3

1
.9

5
.5

4
.5

事
業
期
間

2
.1

2
.1

5
.0

5
.0

要
因

事
業

全
体

残
事

業
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１
０
．
今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

水
島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点
１
）
事

業
を
巡

る
社

会
経

済
情

勢
等
の

変
化

２
）
事

業
の

投
資

効
果

費
用
便
益
費
（
Ｂ
／
Ｃ
）

＝
２
．
１
（
事
業
全
体
）

５
．
０
（
残
事
業
）

３
）
事

業
の

進
捗

状
況

◇
総

事
業

費
：
5
5
9
億

円
（
既

投
資

額
：
3
3
2
億

円
）

◇
残

事
業

費
：
2
2
7
億

円
◇
事
業
進
捗
率

：
6
0
％

（
平

成
2
6
年

度
末

見
込

み
）

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

【
今

後
の
対
応
方
針
（
原
案
）
】

上
記
①
、
②

の
各
視
点
に
よ
り
、
効
果
が
十
分
に
見
込
ま
れ
る
と
判
断
で
き
、
港

湾
利

用
者

か
ら
も
早

期
完

成
が

強
く
要

望
さ
れ

て
い
る
こ
と
か

ら
継

続
が

妥
当

１
．
再

評
価

の
視

点

２
．
港

湾
管

理
者

（
岡

山
県

）
へ

の
意

見
照

会
結

果
対
応
方
針
（
原
案
）
に
つ
い
て
は
異
存
あ
り
ま
せ
ん
。

水
島
港
の
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
玉
島
地
区
に
お
け
る
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
の
整
備
は
、
本
県
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
継
続
は

妥
当

で
あ
る
。
遅
滞
な
く
整
備
促
進
を
お
願
い
し
た
い
。

◇
平
成
2
3
年
５
月
、
水
島
港
が
国
際
バ
ル
ク
戦
略
港
湾
（
穀
物
、
鉄
鋼
）
に
選
定

◇
平
成
2
6
年
１
月

水
島
港
玉
島
地
区
ふ
頭
の
一
体
的
運
営
を
行
う
港
湾
運
営
会
社
が
設
立

③
コ
ス
ト
縮

減
や

代
替

案
立

案
等

の
可

能
性

臨
港
道
路
渡
河
部
の
橋
梁
の
主
桁
に
細
幅
箱
桁
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
約

15
億
円
の
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
平
成
2
5
年
度
に
暫
定
水
深
で
供
用
済
み
（
暫
定
水
深

-1
0m

）
。
臨

港
道

路
は

平
成

28
年
度
に
供
用
開
始
予
定
で
あ
り
水
域
施
設
を
含
む
全
事
業
は

平
成
2
9
年
度
に
完
了
予
定
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１
１
．
前

回
評

価
時

と
の

比
較

事
項

前
回
評
価

（
H
2
3
再
評
価
）

今
回
評
価

（
H
2
6
再
評
価
）

備
考

（
要
因
等
）

事
業

諸
元

岸
壁

(-
1
2
m
）

泊
地

(-
1
2
m
）

航
路

(-
1
2
m
）

荷
役
機
械

ふ
頭
用
地

臨
港
道
路

岸
壁

(-
1
2
m
）

泊
地

(-
1
2
m
）

航
路

(-
1
2
m
）

荷
役
機
械

ふ
頭
用
地

臨
港
道
路

事
業

期
間

平
成
2
0
年
度

～

平
成
2
9
年
度

平
成
2
0
年
度

～

平
成
2
9
年
度

総
事

業
費

（
現
在

価
値

化
前
）

5
6
0
億
円

5
5
9
億
円

完
了
事
業
の
実
績
額
確
定

総
費
用
（
C
)

5
1
9
億
円

5
7
8
億
円

現
在
価
値
化
の
基
準
年
変
更
（
H
2
3
→
H
2
6
）
の
た
め

総
便
益
（
B
)

1
,1
0
5
億
円

1
,2
1
1
億
円

貨
物
需
要
及
び
交
通
需
要
の
見
直
し
、

現
在
価
値
化
の
基
準
年
変
更
（
H
2
3
→
H
2
6
）
の
た
め

費
用

便
益

比

（
B
/
C
）

２
．
１

２
．
１

水
島
港
玉
島
地
区

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
臨
港
道
路
整
備
事
業
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水島港玉島地区国際物流ターミナル

・臨港道路整備事業

〔費用便益比（Ｂ／Ｃ）算定等資料〕
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参考資料1

その他

＜第三者委員会の意見・反映内容＞
対応方針（原案）については異存ありません。
水島港の機能強化を図るため、玉島地区における国際物流ターミナル・臨港道路の整備は、本県にとって極めて重要であることから、
事業継続は妥当である。遅滞なく整備促進をお願いしたい。

コスト縮減や代
替案立案等の可
能性

臨港道路渡河部の橋梁の主桁に細幅箱桁を採用することで約15億円のコスト縮減を図る

対応方針 継続

対応方針理由 十分な事業の投資効果が確認され、港湾利用者からも早期完成が強く要望されているため

社会経済情勢等
の変化

・平成23年5月末、水島港が国際バルク戦略港湾（穀物、鉄鉱石）に選定。
・平成26年1月末、水島港玉島地区６号及び４号埠頭の一体的運営のため港湾運営会社が設立

主な事業の
進捗状況

総事業費559億円、既投資額332億円。平成26年度末時点の事業進捗率は60％

主な事業の
進捗の見込み

・岸壁（-12m）は平成25年度に暫定水深で供用開始
・臨港道路は、平成28年度内に供用予定
・プロジェクト全体は平成29年度の完了予定

感度分析

　　　　　　　　　　　　　 　 事業全体のＢ／Ｃ　　残事業のＢ／Ｃ
需　　要（-10％～+10％）　　　　（1.9～2.3）　　　（4.5～5.5）
建 設 費（+10％～-10％）　　　　（1.9～2.3）　　　（4.5～5.5）
建設期間（+10％～-10％）　　　　（2.1～2.1）　　　（5.0～5.0）

事業の効果等

(1)船舶大型化への対応が可能となり、また陸上輸送より経済的な国際フィーダーコンテナ輸送への転換が促進されることにより輸送コ
ストが削減される。また水島地区と玉島地区を結ぶ臨港交通ネットワークが確保されることにより、港湾物流の時間短縮や物流コスト
が低減し、利用企業の競争力強化に寄与する
(2)大規模地震時における緊急物資等の海上輸送経路が確保され、地域住民等の安全・安心の向上に寄与する

＜貨幣換算が困難な効果等による評価＞
(1)水島港周辺における物流機能の効率化が図られ、立地産業の競争力の向上を通じ、企業の新たな投資、新規立地が進み、雇用の確
保、税収の増加に寄与する
(2)耐震強化岸壁の整備により、瀬戸内地域を含めた太平洋側が大規模地震により被災した際のリダンダンシー確保に寄与することが期
待される
(3)自転車歩行者道の整備により、自転車・歩行者交通に対する安全性の向上が図られ、また移動距離の短縮による利便性の向上が期待
される
(4)臨港道路の整備により既存橋梁部の交通量が分散され、騒音や振動の軽減が期待される
(5)移動距離の短縮、交通渋滞の緩和などでＣＯ2、ＮＯｘ及び（浮遊粒子状物質）ＳＰＭ等の排出ガスの低減が期待される

残事業の投資
効率性

B:総便益
(億円)

1,155 C:総費用(億円) 233 継続B/C

全体B/C 2.1 B-C 633

5.0

EIRR
（％）

9.0

便益の主な根拠

(1)船舶の大型化による海上輸送コスト削減及びバース数増による陸上輸送から内航コンテナ貨物転換取扱増便益
（H30以降予測取扱貨物量：コンテナ貨物（東南アジア航路）=29万トン／年、コンテナ貨物（国際フィーダー）＝17万トン／年、バル
ク貨物：15万トン／年）
(2)臨港道路の自動車交通円滑化便益（臨港道路(計画交通量)：22,100台／日）

事業全体の
投資効率性

基準年度 平成26年度

B:総便益
(億円)

1,211 C:総費用(億円) 578

総事業費
（億円）

559 残事業費（億円） 227

目的・必要性

＜解決すべき課題・背景＞
(1)輸送船舶の大型化が進展する中、水島港の公共埠頭は水深が不足しており、大型船舶に対応できない状況となっている
(2)生産拠点（水島地区）と物流拠点（玉島地区）を往来する多くの港湾関連交通は、既存の臨港地区北側の道路まで迂回が強いられ、
輸送コスト増や、交通渋滞の一因となっている。また、自転車等が安全に渡河できる通行路が不足している
(3)大規模地震時の緊急物資等輸送に対応した耐震強化岸壁が不足している

＜達成すべき目標＞
船舶の大型化に対応した大水深岸壁の整備や、臨港道路ネットワークの強化により、水島港の総合的な港湾物流機能を高め、物流コス
ト縮減を図るとともに、自転車交通等の安全性・利便性向上を図る。また、大規模地震時の海上輸送拠点を確保するとともに、緊急物
資や避難のためのルート確保を図る
①船舶大型化への対応及び内航コンテナ輸送需要への対応
②貨物輸送・旅客移動の効率化や安全性の確保
③震災時における緊急物資等の輸送の確保

＜政策体系上の位置付け＞
・政策目標：国際競争力、観光交流、広域・地域間連携等の確保・強化
・施策目標：海上物流基盤の強化等総合的な物流体系整備の推進、みなとの振興、安定的な国際海上輸送の確保を推進する

事業期間 事業採択 平成20年度 完了 平成29年度

実施箇所 岡山県倉敷市

該当基準 再評価実施後一定期間を経過している事業

主な事業
の諸元

岸壁(-12m)、航路・泊地(-12m)、臨港道路、ふ頭用地、荷役機械

事業名
（箇所名）

国際物流ターミナル・臨港道路整備事業
（水島港玉島地区）

担当課 港湾局　計画課 事業
主体

中国地方整備局
担当課長名 宮崎　祥一
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【参考資料４－１】

〔海上輸送コスト削減便益〕

〔海上輸送コスト削減便益〕（Ⅰ+Ⅱ+Ⅲ）→ 百万円/年

Ⅰ．船舶の大型化によるコンテナ貨物の海上輸送コスト削減便益

20ft 40ft 20ft 40ft

① 年間貨物量(個/年) 7,714 3,368 7,714 3,368 輸出＋輸入＝14,450TEU

② 船型（DWT） 12,000 12,000 25,000 25,000
③ 速力（km/h） 31.5 31.5 37.8 37.8 解説書より
④ 海上輸送距離(km) 4,167 4,167 4,167 4,167 東南アジア航路往復平均距離(片道)
⑤ 1航海あたり片道輸送時間(時間) 132.3 132.3 110.2 110.2 ④/③
⑥ 1航海あたり航行日数(日) 6.0 6.0 5.0 5.0 ⑤/24
⑦ コンテナ1個当たり海上輸送費用（円/個） 71,278 106,886 48,872 73,282 解説書より加重平均
⑧ コンテナ1個当たり海上輸送時間費用（円/時・個 1,421 1,958 1,421 1,958 解説書より加重平均

海上輸送費(百万円) 2,000 1,232 1,585 974 (①×⑤×⑧＋①×⑦)/1,000,000

Ⅱ．船舶の大型化によるバルク貨物（飼料）の海上輸送コスト削減便益

備考

① 年間貨物量（トン/年） 輸入=154,620トン
② 船型（DWT）
③ 速力（km/h）
④ 海上輸送距離(km) 北米方面（往復）
⑤ 1航海あたり片道輸送時間(時間) ④/③
⑥ 1航海あたり航行日数(日) ⑤/24
⑦ 1日当たり海上輸送費用(円/日) 解説書より加重平均
⑧ 年間寄港回数(回/年) ①/②

海上輸送費(百万円) (⑥×⑦×⑧)/1,000,000

Ⅲ．陸上輸送貨物(国際フィーダーコンテナ貨物)の海上輸送効率化便益

20ft 40ft 20ft 40ft

① 年間貨物量(個/年) 5,034 2,348 4,533 2,114
Without時：移出+移入=9,730TEU
With時：移出+移入=8,760TEU

② 陸上輸送距離(km) 362 362 28 28
うち一般道路(km) 20 20 28 28
うち高速道路(km) 342 342 - -

③ 陸上輸送費用原単位（円/個） 163,896 230,996 29,970 46,440 解説書より
④ 一般道路陸上輸送速度(km/時) 34.5 34.5 34.5 34.5 解説書より

高速道路陸上輸送速度(km/時) 73.1 73.1 - - 解説書より
⑤ 陸上輸送時間(時間) 5.3 5.3 0.8 0.8 ②/④
⑥ コンテナ1個当たり陸上輸送時間費用（円/時・個 1,392 1,929 1,392 1,929 解説書より加重平均

陸上輸送費(百万円) 862 566 141 101 (①×③＋①×⑤×⑥)/1,000,000

⑦ 年間貨物量(トン/年) - - 輸出＋輸入＝16,840トン

⑧ 陸上輸送距離(km) - - 荷主～水島港　片道(帰り荷あり）
⑨ トラック1台当たりの積載量(トン/台) - -
⑩ トラック1台当たりの陸上輸送費用(円/台) - - 解説書より

陸上輸送費(百万円) - - ⑦/⑨×⑩/1,000,000
⑪ 年間貨物量（個／年） - - 5,034 2,348 輸出＋輸入=6,730TEU
⑫ 船型（DWT） - - 1,400 1,400
⑬ 速力(km/h) - - 26.0 26.0 解説書より

⑭ 海上輸送距離（km） - - 146 146 近隣港～水島港(片道)

⑮ 1航海あたり片道輸送時間(時間) - - 5.6 5.6 ⑭/⑬
⑯ 1航海あたり航行日数(日) - - 0.3 0.3 ⑮/24
⑰ 積み替え蔵置日数 - - 1.0 1.0
⑱ コンテナ1個当たり海上輸送費用（円/個） - - 11,520 17,290 解説書より加重平均
⑲ コンテナ1個当たり海上輸送時間費用（円/時・個 - - 1,392 1,929 解説書より加重平均

海上輸送費(百万円) - - 265 175 (⑪×⑱＋⑪×(⑮＋24)×⑲)/1,000,000

with時

　　Ⅳ．輸送コスト削減効果便益（百万円） 727

22,010
19

項目
without時

16,840

14
20

　国際物流ターミナルの整備により、東南アジア航路向けコンテナ貨物、飼肥料関連貨物（バルク貨物）の海上輸送が効率化
され、また国際フィーダーコンテナ貨物の輸送コストが削減される。
　なお、「港湾投資の評価に関する解説書　港湾事業評価手法に関する研究委員会編」を以下「解説書」という。

　　Ⅰ．輸送コスト削減効果便益（百万円）

1,597

without時 with時

12,000
154,620 154,620

without時
項目

with時

674

項目

29.6
19,483
658.2

28
2,565,000

28
1,722,600

29.6
19,483
658.2

13
627

　　Ⅱ．輸送コスト削減効果便益（百万円）

備考

備考

Without時：荷主～近隣港
With時：荷主～水島港
往復（帰り荷なし）

6
431

196

30,000
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【参考資料４－２】

〔自動車交通円滑化効果便益〕

〔自動車交通円滑化効果便益〕（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）→ 4,603 百万円/年

Ⅰ．輸送・移動費用削減便益

without時 with時 備考

① 区間距離(km) 555 555 便益対象エリア総延長
② 交通量(台/日) 12,808 12,779
③ 平均走行速度(km/時) 38.4 38.7
④ 総走行台キロ(千台・km/日) 7,109 7,093
⑤ 輸送・移動費用原単位(円/台・km) 9.44～121.47 9.46～99.00 解説書より

⑥ 輸送・移動費用貨幣価値(百万円/年) 65,584 65,189 ①×②×⑤×365(日)(※)

※上記は全リンク分の合算値で示しているが、検討に当たっては対象となるリンク、車種別に計算を行っているため、計算式に一致しない。

Ⅱ．輸送・移動時間費用削減便益

without時 with時 備考

① 区間距離(km) 555 555 便益対象エリア総延長
② 交通量(台/日) 12,808 12,779
③ 平均走行速度(km/時) 38.4 38.7
④ 総走行台キロ(千台・km/日) 7,109 7,093
⑤ 輸送・移動時間原単位(円/台・分) 44～62 44～62 解説書より

⑥ 輸送・移動時間費用(百万円/年) 186,190 182,069 ①／③×60(分)×②×⑤×365(日)(※)

※上記は全リンク分の合算値で示しているが、検討に当たっては対象となるリンク、車種別に計算を行っているため、計算式に一致しない。

Ⅲ．交通事故損失額削減便益

without時 with時 備考

① 区間距離(km) 555 555 便益対象エリア総延長
② 係数1 350～2,110 350～2,110
③ 係数2 490～650 490～650
④ 交通量(台/日) 12,808 12,779
⑤ 総走行台キロ(千台・km/日) 7,109 7,093 解説書：交通事故損失算定式より
⑥ 総通過交差点数(千台・箇所/日) 6,993 6,936 解説書：交通事故損失算定式より

⑦ 交通事故損失貨幣価値(百万円/年) 13,702 13,615 ②×⑤＋③×⑥(※)

※上記は全リンク分の合算値で示しているが、検討に当たっては対象となるリンク、車種別に計算を行っているため、計算式に一致しない。

4,121

項目

　　Ⅲ．交通事故損失削減額（百万円） 87

項目

項目

　　Ⅱ．輸送・移動時間費用削減（百万円）

　　Ⅰ．輸送・移動費用削減（百万円） 395

シミュレーション結果より

シミュレーション結果より

　臨港道路の整備により、交通ネットワークにおける輸送・移動時間費用、輸送・移動費用及び交通事故損失額の軽減効
果が発現される。
　なお、「港湾投資の評価に関する解説書　港湾事業評価手法に関する研究委員会編」を以下「解説書」という。

シミュレーション結果より
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【参考資料４－３】

〔大規模地震発生時の緊急物資の輸送コスト削減便益〕

〔大規模地震発生時の緊急物資の輸送コスト削減便益〕（Ⅰ＋Ⅱ）→ 百万円/年

Ⅰ．大規模地震発生時の緊急物資輸送コスト削減便益(被災直後～2日間)

① 背後圏想定被災人口（人）
② 緊急輸送物資（トン）
③ 輸送費用（ヘリコプター）（円/回）
④ 輸送回数（回）
⑤ 輸送時間（ヘリコプター）（時間/回）
⑥ 時間費用原単位（円/トン・時）
⑦ トラックの輸送台数（台）
⑧ トラックの輸送コスト（円）
⑨ トラックの輸送時間（時間）

⑩ 緊急物資輸送費用（百万円）

Ⅱ．大規模地震発生時の緊急物資輸送コスト削減便益(被災3日目～1ヶ月後)

① 背後圏想定被災人口（人）
② 緊急輸送物資（トン）
③ トラックの規格（トン/台）
④ トラックの台数（台）
⑤ 陸上輸送費用原単位（円/台）
⑥ 陸上輸送距離（km：往復）

港湾直背後圏道路（km：往復）
それ以外の道路（km：往復）

⑦ 陸上輸送時間（時間）

⑧ 時間費用原単位（円/トン・時）

⑨ 緊急物資輸送費用（百万円） 24.9

解説書より

Without時:境港～倉敷市役所
With時:境港～倉敷市役所
往復（帰り荷なし）

直背後20km以内：5km/h、以上：34.5km/h

解説書より加重平均

（②×⑦×⑧＋④×⑤）/1,000,000

備考

被災3日目～1ヶ月後
解説書より
②/③

解説書より
解説書より加重平均
②/3
解説書より
直背後20km以内：5km/h、以上：34.5km/h

Without時：（②×⑤×⑥＋③×④）/1,000,000
With時：（②×⑥×⑨＋⑦×⑧）/1,000,000

-

without時 with時

202,896

項目

備考

被災直後～2日間
解説書より
②/3

　耐震強化岸壁を整備することにより、大規模地震発生後1ヶ月間において、直接被災地域へと緊急物資の輸送が可能とな
り、代替港からの緊急物資輸送コストの削減ができる。
　なお、「港湾投資の評価に関する解説書　港湾事業評価手法に関する研究委員会編」を以下「解説書」という。

項目

　　Ⅰ．緊急物資輸送コスト削減便益（百万円）

　　Ⅱ．緊急物資輸送コスト削減便益（百万円）

-
-

21.0

without時 with時

21.2

3,964 3,964
3 3

202,896

47
1,352,500

16
1.0

195

40
28
28

16.4

290

1,321 1,321
10,820

330
42,340

83

-

5.6

476

-
-
-

195
16

10,820

202,896

202,896
47

5.6

0.2

86.9

62.0

476
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【参考資料４－３】

〔大規模地震発生時の一般貨物の輸送コスト削減便益〕

〔大規模地震発生時の一般貨物の輸送コスト削減便益〕→ 百万円/年

大規模地震発生時の一般貨物の輸送コスト削減便益

Ⅰ．大規模地震発生時の一般貨物輸送コスト削減便益（被災1ヶ月後～1年後)

20ft 40ft 20ft 40ft
① 年間取扱量（個/年） 29,320 14,170 29,320 14,170
② 陸上輸送距離（km：往復） 330 330 28 28

港湾直背後圏道路（km：往復） 204.2 204.2 28 28
それ以外の道路（km：往復） 125.8 125.8 - -

③ 陸上輸送費用原単位（円/台） 131,070 194,340 25,050 38,710
④ 一般道路陸上輸送速度(km/時) 34.5 34.5 34.5 34.5

高速道路陸上輸送速度(km/時) 73.1 73.1 - -
⑤ 陸上輸送時間(時間) 7.6 7.6 0.8 0.8
⑥ ｺﾝﾃﾅ1個当たり陸上輸送時間費用（円/時・個） 1,376 1,914 1,376 1,914
⑦ 高速道路利用料金（円/台） 8,660 8,660 - -

陸上輸送費用（百万円） 4,405 3,084 767 571
⑧ 年間取扱量（トン/年）
⑨ 陸上輸送距離（km：往復）

港湾直背後圏道路（km：往復）
それ以外の道路（km：往復）

⑩ トラックの規格（トン/台）
⑪ トラックの台数（台/年）
⑫ トラック1台当たりの陸上輸送費用(円/台)
⑬ 高速道路利用料金（円/台）

陸上輸送費用（百万円）

13,031 百万円／年

解説書より算定
(⑪×⑫＋⑪×⑬)/1,000,000

(①×③＋①×⑤×⑥＋①×⑦)/1,000,000

Without時:境港～水島港背後地
With時:境港～水島港背後地
往復（帰り荷なし）

解説書より
⑧/⑩

対象バルク貨物量×11/12

解説書より

解説書より
解説書より

解説書より
②/④
解説書より加重平均
解説書より算定

対象コンテナ貨物量×11/12

Without時:境港～水島港背後地
With時:境港～水島港背後地
往復（帰り荷なし）

9,970 百万円／年

Ⅰ．一般貨物輸送費削減(被災1ヶ月後～1年後(11ヶ月分)：Ｂ（Ｑ１）

Ⅱ．一般貨物輸送費削減(被災1年後～2年後(1年分)：Ｂ（Ｑ２）

社会的割引率：ｉ

一般貨物輸送コスト削減効果：Ｂｅ

0.04

28

45,400 24,690

-
20

141,700 141,700
330

9,970

　耐震強化岸壁を整備することにより、大規模地震発生1ヶ月後～2年後において、直接背後地域へと一般貨物の輸送が可
能となり、代替港からの一般貨物輸送コストの削減ができる。
　なお、「港湾投資の評価に関する解説書　港湾事業評価手法に関する研究委員会編」を以下「解説書」という。

204.2 28
125.8

20
7,085 7,085

8,660 -
383 175

　　Ⅰ．一般貨物輸送費用削減便益（百万円） 6,359

大規模地震時の一般貨物輸送削減便益が発現する際には通常時の海上輸送効率化便益（参考資料4-1)は発現しないこと
から、大規模地震時の一般貨物輸送コスト削減便益から通常時の海上輸送効率化便益を差し引く必要がある。
また、被災後1年～2年後の便益については社会的割引率を1年分考慮して考える。
Ｂｅ＝Ｂ（Ｑ１）　＋　Ｂ（Ｑ２）／（１＋ｉ）

単年度便益

6,359 百万円／年

6,939 百万円／年

3,061 百万円／年

項目 備考
without時 with時

通常時の海上輸送削減便益：Ｂ

通常時発現便益を除いた地震時発現便益：Ｂｅ－Ｂ
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【参考資料４－３】

Ⅱ．大規模地震発生時の一般貨物輸送コスト削減便益（被災1年後～2年後)

20ft 40ft 20ft 40ft
① 年間取扱量（個/年） 31,980 15,470 31,980 15,470
② 陸上輸送距離（km：往復） 330 330 28 28

港湾直背後圏道路（km：往復） 204.2 204.2 28 28
それ以外の道路（km：往復） 125.8 125.8 - -

③ 陸上輸送費用原単位（円/台） 131,070 194,340 25,050 38,710
④ 一般道路陸上輸送速度(km/時) 34.5 34.5 34.5 34.5

高速道路陸上輸送速度(km/時) 73.1 73.1 - - 解説書より
⑤ 陸上輸送時間(時間) 7.6 7.6 0.8 0.8
⑥ ｺﾝﾃﾅ1個当たり陸上輸送時間費用（円/時・個） 1,376 1,914 1,376 1,914
⑦ 高速道路利用料金（円/台） 8,660 8,660 - -

陸上輸送費用（百万円） 4,805 3,367 837 623
⑧ 年間取扱量（トン/年）
⑨ 陸上輸送距離（km：往復）

港湾直背後圏道路（km：往復）
それ以外の道路（km：往復）

⑩ トラックの規格（トン/台）
⑪ トラックの台数（台/年）
⑫ トラック1台当たりの陸上輸送費用(円/台)
⑬ 高速道路利用料金（円/台）

陸上輸送費用（百万円） (⑪×⑫＋⑪×⑬)/1,000,000

解説書より
⑧/⑩
解説書より
解説書より算定

解説書より

Without時:境港～水島港背後地
With時:境港～水島港背後地
往復（帰り荷なし）

解説書より算定
(①×③＋①×⑤×⑥＋①×⑦)/1,000,000
対象バルク貨物量

解説書より

②/④
解説書より加重平均

備考

対象コンテナ貨物量

Without時:境港～水島港背後地
With時:境港～水島港背後地
往復（帰り荷なし）

154,620

without時 with時

154,620
330 28

204.2 28

項目

7,731 7,731
45,400 24,690

125.8 -
20 20

　　Ⅱ．一般貨物輸送費用削減便益（百万円） 6,939

8,660 -
418 191
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【参考資料４－４】

〔大規模地震発生時の施設被害回避便益〕

〔大規模地震発生時の施設被害回避便益〕（Ⅰ）→ 2,099 百万円/年

Ⅰ．大規模地震発生時の施設被害回避便益

without時 with時 備考

① 岸壁(-12m)［耐震］建設費（百万円） 3,210 0

② 岸壁（非耐震部分）建設費（百万円） 2,140 0 ①×2/3

③ 社会的割引率 0.04 -

②/2×②/(2×（1＋③））

　耐震強化岸壁を整備することにより、大規模地震発生時に岸壁が損壊しないことによる復旧費用の回避が期待でき
る。

項目

2,099Ⅰ．施設被害回避便益（百万円/年）

岸壁の復旧期間は2年間要する。
また、被災1年後～2年後の便益については社会的割引率を1年分考慮して考える。
Ｂｒ＝Ｃ／２　×　Ｃ／２（１＋ｉ）
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【参考資料４－５】

〔残存価値〕

〔残存価値〕（Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ）→ 911 百万円/年

Ⅰ．残存価値（ふ頭用地）
with時 備考

① 用地面積（m2） 39,600

② 地価単価（円/m2） 18,300 玉島地区不動産取引価格

③ 残存価値（百万円） 725 ①×②/1,000,000

725

Ⅱ．残存価値（荷役機械）
with時 備考

① 荷役機械の耐用年数（年） 17

② 50年後の償却年数（年） 16

③ 初期投資費（百万円） 830 デフレータ考慮後

④ 残存価値（百万円） 44 (1-②/①)×0.9×③

44

Ⅲ．残存価値（道路用地）
with時 備考

① 用地面積（m2） 7,800

② 地価単価（円/m2） 18,300 玉島地区不動産取引価格

③ 残存価値（百万円） 143 ①×②/1,000,000

143

 　プロジェクトの供用期間の終了とともに、その時点で残っている資産を残存価値として精算され
ると仮定する。
　本プロジェクトにおいて残存価値を計上できる、ふ頭用地、荷役機械及び道路用地の残存価値
を計上する。

　　Ⅳ．残存価値（百万円）

項　　目

項　　目

　　Ⅰ．残存価値（百万円）

項　　目

　　Ⅱ．残存価値（百万円）
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【参考資料５】

水島港玉島地区国際物流ターミナル・臨港道路整備事業 【再評価】

（１）事業費
 全体事業費

（億円）
 残事業費

（億円）

工事費

岸壁（水深１２m）

 地盤改良工 240  m 4.2 0.0

 基礎工 240  m 2.3 0.0

 本体工 240  m 15.6 0.0

 裏込及び裏埋工 240  m 3.4 0.0

 上部工 240  m 2.0 0.0

 舗装工 240  m 0.5 0.0

 附属工 1  式 2.6 0.0

泊地（水深１２ｍ）

 浚渫工 745,000 m3 16.0 0.0

航路（水深１２ｍ）

 浚渫工 5,112,000 m3 109.0 109.0

臨港道路

橋梁工 2,564 ｍ 305.9 94.7

護岸工 332 ｍ 10.7 2.0

擁壁工 69 ｍ 2.0 0.2

舗装工 30,000 m2 6.8 6.8

浚渫工 211,000 m3 6.0 0.0

荷役機械

荷役機械 1 基 8.6 0.0

ふ頭用地

ふ頭用地 3.96 ha 19.4 0.0

用地費及補償費

 用地費 1  式 1.0 0.6

 補償費 1  式 15.2 10.0

間接経費 27.5 4.5

合計 558.7 227.8
※港湾請負工事積算基準及び類似事業箇所の実績より算出している。

（２）管理運営費
金額

（億円／年）

1式 1.9

※港湾管理者等へのヒアリングにより算出している。

管理運営費

項目  数量 

項目 数量
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水島港玉島地区国際物流ターミナル

・臨港道路整備事業

〔岡山県への意見照会と回答〕
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